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1.  平成26年3月期第1四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第1四半期 1,261 9.5 6 ― 6 ― 4 △66.2
25年3月期第1四半期 1,152 10.7 △2 ― △2 ― 13 646.1

（注）包括利益 26年3月期第1四半期 26百万円 （―％） 25年3月期第1四半期 △24百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年3月期第1四半期 12.40 ―
25年3月期第1四半期 36.68 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年3月期第1四半期 7,228 1,829 25.3 5,023.75
25年3月期 7,239 1,814 25.1 4,981.10
（参考） 自己資本   26年3月期第1四半期  1,829百万円 25年3月期  1,814百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― ― ― 30.00 30.00
26年3月期 ―
26年3月期（予想） ― ― 30.00 30.00

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 2,800 20.4 60 ― 50 ― 30 ― 82.37
通期 5,500 6.4 120 98.5 100 164.2 60 157.3 164.74



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外でありますが、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等
は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

※  注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期1Q 400,000 株 25年3月期 400,000 株
② 期末自己株式数 26年3月期1Q 35,783 株 25年3月期 35,783 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期1Q 364,217 株 25年3月期1Q 364,217 株
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（１）経営成績に関する説明 

当第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年６月30日まで)における日本の経済情勢は、新政権の諸

施策による為替・株価の変動によって日本経済が大きく様変わりし、特に円安基調への変化は輸出産業全般の業績に

大きな影響を与えることとなりました。一方では原材料やエネルギー資源を海外に依存する日本の産業全体でみる

と、為替の影響によって材料価格の高騰や品不足などが顕著となり、日本国内の状況はまだまだ手放しでは喜べない

状況となっております。 

住宅市場におきましては、消費税増税を見越した駆け込み需要による住宅のニーズが増加しているものの、合板を

筆頭に建築材料の高騰や職人不足が各メーカーを悩ませる形となりました。特に関東圏では職人不足がひっ迫してお

り、人件費も上昇傾向となっていることで、全国的にその流れが波及しつつある状況と考えられます。一方のリフォ

ーム分野では他業種からの参入がさらに顕著となっており、価格競争が激化する中で新たな問題も発生しており、リ

フォーム事業者も今後の動向を注視しながら受注確保に努めている模様であります。 

このような環境の中、当社グループにおきましては前連結会計期間と同様に、資材関係の適切な価格を維持するた

めに在庫数量や価格動向、入荷状況の情報展開を随時得意先に行い拡販に努めてまいりました。またプレカット受注

の強化策として見積り作業のアウトソース化に取り組み、スピードアップとコストダウンを両立することで受注決定

率を上げるよう努めてまいりました。一方の分譲事業に関しては、名古屋市守山区の新規物件をはじめとし、春日井

市、瑞穂市と展開する分譲住宅を継続販売しております。また口コミによる注文住宅の受注も好調で、消費税増税の

駆け込み需要の流れに乗って更なる契約確保に努めております。リフォーム事業につきましては、引き続き介護関係

や高齢者向けのリフォームが好調であり、一般施主様向けに最新の補助金情報などを提供しつつ、受注確保に努めて

まいりました。 

連結子会社である株式会社三重ナゴヤホームズにつきましては、当第１四半期連結累計期間において江島町高塚の

分譲物件及び土地等の販売はあるものの、分譲マンション販売が予想以上に苦戦しており、当初の見込件数には届き

ませんでした。 

以上の結果から、当第１四半期連結累計期間の連結業績につきましては、売上高合計は1,261百万円（前年同期比

109百万円増、9.5％増）となりました。利益面につきましては、仕入価格高騰による粗利率の減少や連結子会社であ

る株式会社三重ナゴヤホームズが計画数値を未達成であったものの、売上高増加の影響から売上総利益額は増加した

ことから、営業利益は６百万円（前年実績は２百万の営業損失）、経常利益は６百万円（前年実績は２百万円の経常

損失）、四半期純利益は４百万円（前年同期比８百万円減、66.2％減）となりました。 

  

（２）財政状態に関する説明 

 当第１四半期連結会計期間末（平成25年6月30日現在）の当社グループの財政状態は、売上債権が前連結会計年

度末に比較して40百万円の減少となりました。また、分譲物件の開発が一段落したことから、たな卸資産が前連

結会計年度末に比較して42百万円減少し、同様に仕入債務は前連結会計年度末に比較して213百万円の減少となり

ました。 

 有形固定資産は特に設備投資等がなく、減価償却の進行によって前連結会計年度末に比較して６百万円の減少と

なりました。投資有価証券につきましては、新政権の諸施策によって株式相場全体が上昇したことから、前連結会

計年度末に比較して36百万円の増加となりました。 

 借入金残高は前連結会計年度末に比較して157百万円増加し、これらを統合して現金及び預金の合計は、前連結

会計年度末に比較して53百万円増加しております。 

 以上の結果から、自己資本比率は前連結会計年度末に比較して0.2ポイント増加の25.3％となりました。 

  

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 業績予想につきましては、平成25年５月14日に公表いたしました平成26年３月期の第２四半期連結累計期間及び

通期の連結業績予想から変更ありません。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報



（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

  当該事項はありません。 

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 当該事項はありません。 

    

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 当該事項はありません。 

   

 当該事項はありません。   

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

３．継続企業の前提に関する重要事象等



４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 750,104 804,016

受取手形及び売掛金 953,810 913,738

たな卸資産 1,731,998 1,689,878

その他 51,279 35,691

貸倒引当金 △9,300 △4,650

流動資産合計 3,477,893 3,438,674

固定資産   

有形固定資産   

土地 2,561,610 2,561,610

その他（純額） 529,228 522,585

有形固定資産合計 3,090,839 3,084,196

無形固定資産 2,055 2,607

投資その他の資産   

投資有価証券 562,588 599,425

その他 143,529 141,097

貸倒引当金 △37,261 △37,011

投資その他の資産合計 668,857 703,511

固定資産合計 3,761,751 3,790,315

資産合計 7,239,645 7,228,990

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,343,703 1,130,533

短期借入金 1,147,000 1,068,000

1年内返済予定の長期借入金 1,047,880 1,201,690

未払法人税等 6,428 1,276

賞与引当金 15,000 22,500

偶発損失引当金 － 4,500

その他 94,903 101,033

流動負債合計 3,654,914 3,529,533

固定負債   

長期借入金 876,780 959,010

繰延税金負債 635,046 648,047

退職給付引当金 97,167 100,646

役員退職慰労引当金 7,150 7,150

受入保証金 128,585 128,565

その他 25,799 26,304

固定負債合計 1,770,528 1,869,723

負債合計 5,425,443 5,399,256



（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年６月30日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 200,000 200,000

資本剰余金 6,567 6,567

利益剰余金 1,530,830 1,524,421

自己株式 △107,730 △107,730

株主資本合計 1,629,667 1,623,259

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 184,533 206,474

その他の包括利益累計額合計 184,533 206,474

純資産合計 1,814,201 1,829,733

負債純資産合計 7,239,645 7,228,990



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

売上高 1,152,743 1,261,755

売上原価 948,833 1,049,440

売上総利益 203,910 212,314

販売費及び一般管理費 205,981 205,889

営業利益又は営業損失（△） △2,071 6,424

営業外収益   

受取利息 73 59

受取配当金 9,090 9,042

仕入割引 3,567 3,386

その他 890 2,303

営業外収益合計 13,622 14,792

営業外費用   

支払利息 11,499 11,616

売上割引 2,618 2,804

その他 1 4

営業外費用合計 14,119 14,425

経常利益又は経常損失（△） △2,568 6,791

特別利益   

投資有価証券売却益 25,464 －

特別利益合計 25,464 －

特別損失   

偶発損失引当金繰入額 － 4,500

特別損失合計 － 4,500

税金等調整前四半期純利益 22,895 2,291

法人税等 9,537 △2,226

少数株主損益調整前四半期純利益 13,357 4,517

四半期純利益 13,357 4,517



（四半期連結包括利益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 13,357 4,517

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △37,968 21,940

その他の包括利益合計 △37,968 21,940

四半期包括利益 △24,610 26,458

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △24,610 26,458

少数株主に係る四半期包括利益 － －



  該当事項はありません。 

   

  該当事項はありません。 

   

セグメント情報 

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項） 

 （単位：千円） 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

   該当事項はありません。 

  

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（セグメント情報等）

  （単位：千円）

  営業本部 市場本部 不動産事業 合計 

売上高        

外部顧客への売上高  944,882  126,244  81,617  1,152,743

セグメント間の内部売上高又は振替高  7,973  6,906  90  14,970

計  952,855  133,150  81,707  1,167,714

セグメント利益又はセグメント損失（△）  △24,023  △11,634  46,223  10,565

利益 金額 

報告セグメント計  10,565

セグメント間取引消去  666

全社費用（注）  △13,800

四半期連結損益計算書の経常損失（△）  △2,568



Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項） 

 （単位：千円） 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

   該当事項はありません。 

  （単位：千円）

  営業本部 市場本部 不動産事業 合計 

売上高        

外部顧客への売上高  1,043,890  76,969  140,895  1,261,755

セグメント間の内部売上高又は振替高  3,609  7,358  60  11,027

計  1,047,500  84,327  140,955  1,272,782

セグメント利益又はセグメント損失（△）  △9,954  △31,209  52,289  11,125

利益 金額 

報告セグメント計  11,125

セグメント間取引消去  428

全社費用（注）  △4,761

四半期連結損益計算書の経常利益  6,791
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